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 研究課題の目的 

本研究課題では、モンゴル国の動物検疫システム強化、コウ

疫の病態精査と宿主特異性の変異可能性解析、ウマの遺伝資

源バンク設立、生殖補助獣医療技術専門獣医師養成と専門技

術のウマ繁殖管理・コウ疫対策への利用、ならびに関連政府

機関・組織に対するウマの防疫、繁殖管理およびコウ疫対策

基準の提案を実施する。これにより、同国のコウ疫流行を制

御し、撲滅への道を開くことを目的とする。 

 研究課題の概要 

本研究課題では１）モンゴルにおけるコウ疫の現状、ウマの

飼育・繁殖および管理システムを調査し、実態と課題を明確

にする、２）感染実験等からコウ疫のウマ特異性が変化し得

るか否かを明らかにする、３）コウ疫感染馬由来精子・卵子

等に存在するトリパノソーマを除染する手法を開発する、４）

生殖補助獣医療専門獣医師養成などの人材育成・技術移転を

実施し、近代的な動物衛生、繁殖管理及び生殖補助獣医療技

術の導入と普及を図る。これらの取り組みによってモンゴル

の感染症対策と遺伝資源保全の能力を向上させて、同国で流

行しているコウ疫を制御し、調査対象地域での発生率を低下

させることを目指す。 

 



 

実施体制概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （役 割 分 担）                          （役 割 分 担）                   

モンゴル側のニーズ 

○畜産業は国家の基幹産業、経済多角化においても畜産振興が必要 

○持続可能な食料システム構築には家畜原虫病防疫体制強化が必要 
   

１．ウマのトリパノソーマ病（コウ疫）制圧・防疫体制確立 
  ２．ウマの遺伝資源保全体制の確立とウマを起点とする経済多角化 

３．家畜防疫や家畜繁殖の分野で将来を担う若手専門家育成 

⚫ 原虫分離培養 

⚫ 抗原虫薬試験管内試験 

⚫ ウマの生殖補助獣医療技術確立 

⚫ ウマの生殖補助獣医療技術を用

いたコウ疫対策法確立 

⚫ コウ疫防疫指針作成 

⚫ 抗原虫薬のウマによる評価 

⚫ コウ疫対策ネットワーク確立 

⚫ ウマの生殖補助獣医療技術の普及 

⚫ ウマの生殖補助獣医療技術を用い

たコウ疫対策法の社会実装 

⚫ コウ疫防疫指針の社会実装 

モンゴル国立 

【 獣 医 学 研 究 所 】 
・過去の SATREPS等ＪＩＣＡプロジェクトによ
る研究力向上 
・原虫病研究センターでの研修・留学経験
（若手～中堅研究者、約５０名） 

・全国規模の家畜原虫病疫学調査実績 
・全国を網羅する獣医師ネットワーク 

◎帯広畜産大学 

【 原 虫 病 研 究 セ ン タ ー 】 
・コウ疫の診断・予防・治療に関する豊富な
研究基盤 

・ウマの生殖補助獣医療技術に関する豊富
な研究基盤 

・海外学術調査や国際人材育成の実績 
・WOAH コラボレーティングセンター・WOAH
リファレンスラボラトリー 

国際共同研究で得られる成果 

○感染症制御学の発展とモンゴル国におけるコウ疫制圧・防疫体制の確立 

〇ウマの生殖補助獣医療技術の発展とウマ遺伝資源保全体制の確立 

○日本とモンゴルの家畜防疫・家畜繁殖を担う若手専門家・専門獣医師の育成 

期 待 さ れ る 成 果 ・ 効 果 

１．コウ疫制圧・防疫体制の確立によるウマ関連産業の振興 

２．コウ疫制圧・防疫システムをモデルとする他の家畜感染症防疫法の策定 

３．ウマの生殖補助獣医療技術を用いた遺伝資源保全による生物多様性確保 

４．地球規模で社会実装可能な繁殖関連感染症対策モデルケースとして寄与 

５．モンゴル畜産従事者の生活、家畜生産性の向上と安全な畜産物貿易拡大に貢献 
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